※飼料用米・加工用米生産者のみ要提出
令和　７年　　月　　日

　小美玉市農業再生協議会長　殿

住　所：　小美玉市堅倉８３５　　　　　　　
氏　名：　小美玉　太朗　　　　　　　　　　　
携　帯：　090-☆☆☆☆-◎◎◎◎　　　　　　

令和７年度新規需要米　出荷・販売先等報告書
	新規需要米区分
（いずれかに○）
	契約方式
（いずれかに○をつけ、
面積または袋数を記入）
	品種名
	出荷先

	飼料用・加工用
	区分（  9,999 ㎡）
一括（　　　　袋）
	夢あおば
	農協

	飼料用・加工用
	区分（　　　　㎡）
一括（　５０　袋）
	マンゲツモチ
	××商店

	飼料用・加工用
	区分（　　　　㎡）
一括（　　　　袋）
	
	

	飼料用・加工用
	区分（　　　　㎡）
一括（　　　　袋）
	
	

	＜契約方式についての補足＞
・区分管理・・・契約した圃場でとれた米を全量出荷する方法（面積契約）
　　　　　　　　出荷した数量に応じて、補助金額が増減します。
　　　　　　　　専用品種については区分管理のみとなります。
　・一括管理・・・ほ場に関係なく契約した数量を出荷する方法（数量契約）
　　　　　　　　　不作の場合でも、契約数量は必ず出荷頂く必要があります。
　　　　　　　　　下記を参考に出荷量を計算してください。
耕作面積（㎡）÷1,000×528㎏÷30＝出荷袋数


[bookmark: _GoBack]
①新規需要米に取り組む場合は、本用紙を必ず提出してください。
　提出がない場合は全て「主食用米」として取り扱いさせていただきます。
②飼料用米の専用品種で取り組む方は、種子購入伝票を一緒に提出してください。
③出荷契約後は主食用米に変更することは出来ませんので、予めご了承ください。
